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豚が散見されたため，症状を呈している 40 ～ 60 日齢の
子豚 3 頭の病性鑑定を実施した。本症例はそのうちの 1
頭である。



























Salmonella  Choleraesuis が分離された。ウイルス学的検


















牛 35 頭を飼養する酪農場で，2017 年 5 月 8 日に育成牛
1 頭が微熱（39.4℃）を呈し，ペニシリンおよびカナマ




















り，腫瘍細胞は抗 CD5 家兎血清（Thermo Scientiﬁc），







× 104 /µL，WBC：88,500 /µL，Ht：19％，LDH 総活性値：






119.5，浅頚リンパ節：49.2 copies/10ng DNA であった。
B リンパ球クローナリティ検査：血液，肝臓，脾臓，
胸腺およびリンパ節を用い B リンパ球クローナリティ






















































病　歴：牛（黒毛和種），13 歳，雌。肉用繁殖牛 5 頭
を飼養する農場において，2016 年 12 月頃から当該牛の
食欲が徐々に低下した。2017 年 3 月 9 日に臨床獣医師
が診察したところ，発熱（39.7℃），黄疸および血色素
尿が認められた。血液検査においてγGTP が 2,000 IU/L
以上，GOT は正常値であったため，胆嚢の異常を疑い





















































飼養する一貫農場で，2016 年 3 月 24 日に初産産子とし
て出生した子牛が，5 月 14 日に下痢および肺炎のため
補液，抗生剤，ビタミン投与等の治療を受けた。 5 月 16
日に BUN および Cre 上昇により再治療され，5 月 20 日
に食欲および活力回復したため経過観察となった。24


































病　歴：馬（交雑種），2 カ月齢，雄。馬 4 頭を飼養
する農場で，2016 年 6 月 25 日に子馬 1 頭が発熱（40.2℃）
および呼吸速迫を呈した。7 月 8 日まで抗生剤等で治療
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図 7：子馬のRhodococcus equi による化膿性組織球性気
管支肺炎および全層性化膿性組織球性結腸炎。A：細気
管支および肺胞内における好中球やマクロファージの浸
潤。HE 染色，Bar=40 µm。B：結腸の粘膜上皮から筋層
にいたる炎症。HE 染色，Bar=400 µm。
